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女子1回戦

滋賀教員 96 59 福岡県教員

警告：合計が違います

16:15大
会
名

第48回男子・第40回女子

全日本教員バスケットボール選手権大会
「おいでませ！山口国体バスケットボール競技リハーサル大会」

09E4

期
日

2010年（平成22年) 8月9日(月)

警告：合計が違います

会
場

○(滋賀県)

下松スポーツ公園体育館

(福岡県)●

主審 副審 藤本久志  重政由佳里
場
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滋賀教員 福岡県教員
No. 得点 3P 2P FT Ｆ R As No. 得点 3P 2P FT Ｆ R As

4 ＊ (C) 15 3 3 0 0 5 1 4 - - - - - - -

5 ＊ 16 0 8 0 0 4 0 5 ＊ (C) 23 4 5 1 2 3 1

6 2 0 1 0 0 0 0 6 2 0 1 0 0 2 0

35:48 －
３Ｑ・４Ｑ１Ｑ・２Ｑ ３Ｑ・４Ｑ １Ｑ・２ＱOT1 OT2

タイム・アウト（経過時間）

増 子 こずえ

選　手　氏　名 選　手　氏　名

川 口 富 美

福 地 照 美

西 川 寛 子

龍造寺 理 恵

坂 井 絵 里

OT1 OT2

13:45 19:52 39:58－ － － －

タイム・アウト（経過時間）

24:20 －05:25 16:19 32:38
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6 2 0 1 0 0 0 0 6 2 0 1 0 0 2 0

7 - - - - - - - 7 ＊ 0 0 0 0 2 1 0

8 ＊ 12 0 6 0 1 11 0 8 ＊ 11 1 3 2 1 5 0

9 ＊ 10 0 5 0 0 4 0 9 ＊ 15 3 2 2 3 2 1

10 8 0 3 2 2 0 0 10 ＊ 8 0 4 0 5 12 0

11 0 0 0 0 0 3 0 13 0 0 0 0 0 2 0

12 0 0 0 0 2 0 0 14 - - - - - - -

14 ＊ 17 5 1 0 0 3 2 15 0 0 0 0 2 0 0

15 12 0 4 4 0 3 0

16

坂 東 香 奈

津 田 江利子

藤 田 季 保

増 子 こずえ

北 居 雅

後 藤 菜々子

小野尾 歩

牧 朋 絵

大 橋 澄美枝

斉 藤 明日香

村 山 由 美

五十嵐 愛

山 口 詩 乃

大 澤 朋 子

坂 井 絵 里

山 﨑 真理子

中 嶋 瞳

竹ノ内 沙 織
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16 - - - - - - -

17 4 0 2 0 2 2 0

96 8 33 6 7 35 3 59 8 15 5 15 27 2

＊…スターター　(C)…キャプテン　3P…3点シュート　2P…2点シュート　FT…フリースロー　Ｆ…ファウル　Ｒ…リバウンド　As…アシスト

大野木 美 紀

コーチ 大 澤 朋 子

合計 合計

コーチ足 立 亮

戦 評

藤 田 季 保
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戦　　評
両チームハーフコートマンツーマンでスタート。立ち上がり、福岡はパスミスやシュートミスが続き、なかなかリズ

ムをつかみきれない。対する滋賀は、福岡のミスから素早く攻撃に転じ、＃４や＃８を中心に得点する。残り４分、福

岡は３－２のゾーンに切り替える。福岡＃５・＃６のシュートが立て続けに決まり、リズムをつかむかに見えたが、滋

賀は＃１４の３Ｐや＃４の２連続３Ｐとカットインからのシュートで突き放し、２３－１２で１Ｑ終了。２Ｑに入り、

福岡は＃８や＃１０を中心に素早い攻守の切り換えからシュートを放つが、ことごとく外れ、なかなか点差を縮められ

ない。一方の滋賀は、２Ｑ前半は＃５、後半は＃８の高さを活かした攻撃で順調に加点し、４６－２６滋賀リードで２Q

終了。３Ｑ、滋賀は＃４の３Pでスタートし、速い展開からの＃４・＃５・＃１４を中心とした攻めで波に乗る。さらに

滋賀は、途中から２－１－２のゾーンディフェンスに変更し、さらに福岡を引き離しにかかる。福岡は素早くボールを

運びながらも シュ トが落ち ６７ ４５滋賀リ ドのまま３Ｑ終了 ４Ｑに入っても 滋賀の運動量は落ちず 甘
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記載者 藤田　卓也 （所属） 山口県バスケットボール協会

両チームハーフコートマンツーマンでスタート。立ち上がり、福岡はパスミスやシュートミスが続き、なかなかリズ

ムをつかみきれない。対する滋賀は、福岡のミスから素早く攻撃に転じ、＃４や＃８を中心に得点する。残り４分、福

岡は３－２のゾーンに切り替える。福岡＃５・＃６のシュートが立て続けに決まり、リズムをつかむかに見えたが、滋

賀は＃１４の３Ｐや＃４の２連続３Ｐとカットインからのシュートで突き放し、２３－１２で１Ｑ終了。２Ｑに入り、

福岡は＃８や＃１０を中心に素早い攻守の切り換えからシュートを放つが、ことごとく外れ、なかなか点差を縮められ

ない。一方の滋賀は、２Ｑ前半は＃５、後半は＃８の高さを活かした攻撃で順調に加点し、４６－２６滋賀リードで２Q

終了。３Ｑ、滋賀は＃４の３Pでスタートし、速い展開からの＃４・＃５・＃１４を中心とした攻めで波に乗る。さらに

滋賀は、途中から２－１－２のゾーンディフェンスに変更し、さらに福岡を引き離しにかかる。福岡は素早くボールを

運びながらも、シュートが落ち、６７－４５滋賀リードのまま３Ｑ終了。４Ｑに入っても、滋賀の運動量は落ちず、甘

くなった福岡のデイフェンスにつけこんで、＃１０・＃１５を中心に順調に得点を重ねる。福岡は依然として、シュー

トは放つもミスが多く、９６－５９で滋賀が勝利した。両チームとも速い展開からの得点を狙ったが、最後はやはり

シュート力が明暗を分けたという印象である。
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